






誇れるまち、「吹田（ブランド）」の実現のための中長期ビジョン 

～地元の声を反映した提言活動の実施に向けての基本構想～ 

 

１ 本基本構想の概要と目的  

 吹田商工会議所青年部（以下「吹田ＹＥＧ」という。）は、平成３０年度に今後５～

１０年を見据えた「吹田商工会議所青年部中長期ビジョン３０」（以下「中長期ビジョ

ン３０」という。）を策定し、平成３１年４月２５日の通常総会において、これを審議

可決しました。中長期ビジョン３０を策定した目的は、平成２４年以降、吹田ＹＥＧの

会員数が飛躍的に増加し、吹田市内でも影響力を持つ有数の団体となった一方、面識の

ない会員の増加、ＹＥＧ活動への出席率の低下等により、本来持ち得る影響力、発信力

を十分に発揮出来ない懸念や課題も生じて来たことから、中長期ビジョン３０を共通の

認識として、個性豊かな吹田ＹＥＧメンバーの持つ力を結集し、さらに各年度に掲げら

れるそれぞれのスローガンから大きな推進力を得て、力強い活動を展開していこうとし

たことにあります。 

 中長期ビジョン３０では、上記に示した課題達成のためにいくつかのビジョンを掲げ

ていますが、本基本構想は、その内、「誇れるまち、『吹田（ブランド）』の実現」のため

の「地元の声を反映した提言活動の実施」に関し、その内容を具体化し、より具体的に

吹田ＹＥＧメンバーが共通認識を持ち得るよう、既存の中長期ビジョン３０の内容を補

充しようとするものです。 

 吹田ＹＥＧは、本基本構想をもって、より具体化された中長期ビジョン３０のもと、

引き続き吹田ＹＥＧが掲げる目的に向かって着実に力強く進んで参ります。 

 

２ 地域ブランディングにおける提言活動の意義 

(1) ＹＥＧ活動における提言活動の意義と重要性 

商工会議所法第六条には商工会議所はその地区内における商工業の総合的な改

善発達を図り、兼ねて社会一般の福祉に資することを目的とする。と明記されてい

ます。ＹＥＧ活動は、商工会議所の部会である青年部の活動です。したがって、当

該活動においても、この目的に則って実施する必要があります。 

ここで、これまでのＹＥＧ活動に目を向けますと、この目的に則った多くの事業

が実施され、地域の事業者等へ少なからず影響を与えて来ました。しかしながら、

これまでのＹＥＧ活動から吹田と言えば・・・といった特徴的なものが残ることが

ほとんどなく、事業者を含む吹田市民自身が地域の特徴を認識できていないという

現状があります。このような特徴が構築されていくことができれば、地域の商工業

は今以上の発達が期待できると考えます。 



そこで、ＹＥＧ活動を通じて、まずは吹田市民が地域の特徴を胸を張って言える

もの、つまり地域ブランディングの構築を進めていきます。 

上述しましたが、商工会議所の部会である青年部が、ＹＥＧ活動を通じて地域ブ

ランディングを構築する際、上記目的に則る必要があり、その上で上記目的にある

商工業の総合的な改善と発達を図るためには、地域の商工業に携わる事業者の意見

を取り入れ、反映させる提言活動が重要となります。 

 

(2) 地域ブランディングのための行政その他団体との連携の必要性 

他単会のまちづくりにおける地域ブランド化についても、ＹＥＧ単体組織での

事業にとどまることなく、各所団体組織との連携を行い、事業展開を行っていま

す。 

令和３年８月提言事業で近畿経済産業局から今治タオルについてのブランディン

グについての講話がありましたが、ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業、先進的ブラ

ンド支援事業として中小企業庁との連携により、本質的価値の徹底検証や戦略的イ

メージコントロール（価値の伝え方）を行い、ブランドの認知度や売り上げ向上に

つながっていることからも、ブランディングにおける行政やその他団体との連携は

必要です。 

 

３ 吹田ＹＥＧの課題達成のための、誇れるまち、「吹田（ブランド）」とは何か 

(1) 吹田市の魅力として捉えたもの 

吹田市には、医療、産業、学生（学校・学術研究機関）３つの大きな特徴があり

ます。これらの特徴は、令和２年度提言研究委員会において情報を収集したものと、

吹田市との意見交換を行う等した結果に基づいており、今後「吹田ブランド」を実

現する為に遵守する項目です。 

① 医療 

医療においては１９７７年に国立循環器病研究センターが開設され、当該セン

ターは、病院、研究所、研究開発基盤センターの３部門からなる世界的にも希有

な施設となっています。２０１４年５月には、特に循環器病について、予防医療

や健康づくりの推進、市民参加型の取組のモデル創出など、様々な取組を推進す

る「健康・医療のまちづくり」の基本方針が策定され、北大阪健康医療都市（健

都）計画が開始されました。そして、２０１９年、健都計画の一環として、国立

循環器病研究センターにオープンイノベーションセンターが設置され、循環器病

の予防と制圧の国際拠点を目指す機関となっています。以上のように、吹田市は、

自治構成として最も基礎となる住民の健康を意識した考え方が古くからあり、ま



た最近においては、循環器病に特化したまちづくりを進めています。日本の中に

おいては健康に関する意識が最も高い都市の１つといえます。 

② 産業 

吹田市は２０２０年に市制施行８０周年の行政区になります。明治２２年には

神崎川の水運や鉄道など当時から利便性の高かった交通インフラの優位性から

現在のアサヒビールが設立され、大正１２年には国鉄吹田操作場が操業されるな

ど、産業の発展が著しい地域でした。この特徴はその後も引き継がれ、神崎川周

辺の工業・医薬メーカー工場との取引を行う卸業者が集まり、また集まる人を対

象にした小売業なども増えていき、現在の吹田市の産業構造が出来上がっていき

ました。 

③ 学生 

学生人口においては大阪府内市町村でトップであり、吹田市内にある５つの大

学・１つの研究機関（国立民族学博物館）と吹田市が 連携協定を結び、様々な分

野で協力しています。連携内容としては、共同研究や市役所へのインターンシッ

プ実習生の受け入れや学生によるボランティア活動などが活発です。 

 

(2) 各分野から伝えたい魅力・価値 

① 医療 

「長生きしたいなら吹田」 

 わがまち吹田には、平成２６年５月に吹田市において策定された基本方針「健

康・医療のまちづくり」に基づいて現在も進められている健都があり、ここでは

高度な医療技術が研究されるだけではなく、健康であり続けるための知識を学び

行動することができます。「健都」がきっかけとなって住民が健康に長生きする

ことができ、その効果として、産業が今後もより発展することができる都市です。 

② 産業 

「衣食住職遊」全方位型都市吹田市 

    吹田市は交通インフラの利便性の高さから人・モノが集まり流通拠点として多

くの産業が発展してきました。江坂周辺エリア、ＪＲ吹田エリア、ニュータウン

エリアなど街ごとに特色があり今後の市内での交通利便性に課題はありながら

も地方自治体には珍しい「衣食住職遊」すべての要望を高いレベルで充足するこ

とが出来る都市です。 

③ 学生 

「学生の目標が実現するまち」 

    大阪府内屈指の学術研究機関数を誇り、事業を育てる環境も整備されている吹



田市は起業率も高く、ベンチャーが起こりやすく、また多くの企業が立地し就職

にも向いています。居住の面でも交通利便性は高く、吹田の魅力を感じる学生は

吹田市を地盤に将来の目標を実現する環境が吹田市には準備されています。 

 

４ 地元の声を反映した提言活動の実施に向けて 

「誇れるまち、「吹田（ブランド）」実現のために必要なこと」 

   誇れるまち「吹田（ブランド）」の構築は、我々吹田ＹＥＧが主となって展開し

ていくものですが、それ自体は吹田市民や事業者のためのものです。そのため、上

述しましたように、吹田市民や事業者の意見等を取り入れ、反映させることは重要

です。さらに、誇れるまち「吹田（ブランド）」を実現するためには、これらに加

えて、行政からの理解と協力を図るとともに必要に応じた各所団体との意見交換の

場を設け連携していく必要性があります。 

   中長期ビジョン３０において、誇れるまち「吹田（ブランド）」は、将来、市民

や商工業者が吹田に住んで（営んで）良かったと思える街になることを目指すこと

が示されています。 

つまり、誇れるまち「吹田（ブランド）」の構築には、地元の声を反映するべく、

しかるべき各所団体へ提言を行うプロセスが必要です。 
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